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⽇本メディア学会 
第 40 期第 8 回理事会 議事録 

 
⽇時：2026 年 5 ⽉ 16 ⽇（⼟）10：00〜12：30 

場所：Zoom によるオンライン開催 

 
出席者（24 名）：理事＝阿部、飯⽥、伊藤、太⽥、⼩⿊、⾳、河崎、澤、四⽅、津⽥、千葉、辻、中、⻄⽥、

林、藤⽥（真）、藤田(結)、松尾、松永、⽔越、光岡、⼭⼝ ／ 監事＝柴野、⼟屋 
⽋席者（1 名）：理事＝⼭腰 
事務局出席者（4 名）： 安、イム、藤嶋、松村 

 

１．審議事項 

1. 第 40 期第７回理事会議事録（案）について（総務担当）  

→ 承認された。 

2. ⽇本メディア学会規約実施細則の改正について（総務担当）  

→ 年会費に関する改正案について説明が⾏われ、承認された。 

3. ⽇本メディア学会研究活動委員会内規および研究部会細則等の改正について（総務担当）  

→ 改正案について説明があった後、研究分科会の下に設置するプロジェクトに関する条⽂の扱い

について意⾒交換が⾏われ、本件は継続審議とすることとした。 

4. 総会議事資料について（総務担当＋各委員会） 

→ 形式上の軽微な修正を⾏うことを前提として、原案通り承認された。 

5. 2025 年度決算案および会計監査について（総務担当＋監事） 

→ 監査報告書の⽂⾔に関して、形式上の軽微な修正を⾏うことを前提として、原案通り承認され

た。 

6. 2026 年度予算案について（総務担当）  

→ 第 7 回理事会で⽰した予算案について、2025 年度決算を踏まえた修正案が提案された。修正

点が説明され、予算配分の基本⽅針については変更しないことを確認のうえ、承認された。 

7. 第 12 回⽇本メディア学会優秀論⽂賞について（総務担当＋選考委員会） 

→ 選考委員会副委員⻑より、2026 年 2 ⽉および 4 ⽉の 2 回にわたる選考委員会における審査結

果について報告が⾏われ、承認された。 
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8. 韓国⾔論学会との連携について（国際委員会） 

→ かつての⽇韓シンポジウムの経緯を踏まえた、今後の韓国⾔論学会との連携のあり⽅について

の提案が⾏われた。過度な負担を避けつつ着実に交流を継続していくため、まずは⼩規模なワーク

ショップ等から段階的に取り組み、3 年後を⽬処に⽅向性を点検することを確認した。 

9. 論⽂の転載許可について（編集委員会） 

→ 鍵本優会員の依頼について、原案通り承認された。 

10. 会員の⼊退会について（総務担当） 

→ ⼊会希望 20 名、退会希望 23 名（うち賛助会員 2機関を含む）について、承認された。 

11. その他 

→ とくになし。 

（次⾴に続く） 
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２．報告事項 

１．⼀般会務報告 

1）事務局報告 

・総会議⻑選出・委任状について 

→ 来⽉の総会に向けて、総会議⻑の選出⼿続き（当⽇参加者からの⽴候補募集、⽴候補者がいな

い場合は会⻑による指名）を従来通り⾏うこと、ならびに委任状フォームをメルマガにて案内する

旨が周知された。 

2） 委員会報告 

(1) 企画委員会 

・2026春季⼤会プログラムの修正について 

→ 2026 年春季⼤会のプログラム修正点について説明があり、あわせて参加登録およ

び参加費の事前納付について周知された。 

(2) 研究活動委員会 

→ とくになし。  

(3) 編集委員会 

→ とくになし。 

(4) 国際委員会 

→ とくになし。 

(5) 学会制度改⾰ワーキンググループ 

→ 賛助会員制度に関して、執⾏部との間で意⾒交換を進めていることが報告された。 

(6) ダイバーシティ推進ワーキンググループ   

→ とくになし。 

 

２．その他 

→ とくになし。 

以上 


